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On the case of towns in Massachusetts in the early 1830's. 

Akiko FURUKAWA 

1830年代前半のアメリカ・マサチューセッツ1'1-1においてはペスタロッチ法

に依拠した教授法を定型化し，公立学校へ導入することと，教授法を身につ

けた専門職としての教師養成が目指された。本稿では，こうした公教育制度

の文脈のみならず， 1830年代前半のマサチューセッツ州において展開された

タウン住民の学習運動，すなわちライシーアム運動においても教授情報の普

及が促されていたことを明らかにした。ここでの教授情報とは，アルファベ

ット，数え方，幾何学，地質学，植物学等の分野の教授内容・方法，教授に

使用される教科書・器具，に関する情報である。ライシーアム運動において

は，定型化された教授法を提示するのではなく，親・教師・タウン住民にむ

けて教授情報が発信され，住民の自発的な教え合い，学び合いを通して，そ

れらの情報が獲得されることが目指された。こうした教授情報の普及は，タ

ウンにおける教育を，親・教師・住民の相互支援によって担っていくために

促された。

1 . 課題の設定

(1) 1830年代マサチューセッツ州公立学校における教授法改善の動向

本稿の目的は，公立学校における教授法の改善と普及が進められた1830年代ア

メリカ・マサチューセッツ 1'1-1に焦点を当て，同時代に高揚したライシーアム

(Lyceum) と呼ばれる，タウン住民の自発的な学習機関の設置運動において目指

された教授に関わる情報普及の実際と，それを支えた理念を解明することである。

1830年代のマサチューセッツ1+1では， 1'トI教育委員会に代表される公教育行政機
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関の整備，無償・中立のコモン・スクールの設置と拡充，教員養成制度の構築等，

公教育の制度化が進められていた。また，法や制度上の整備のみならず，学校の

教室空間における教授，学習のあり方をもシステマティックに改善することが目

指されていた。すでに1800年代にはプロイセンにおいて教授方法の改革が進み，

ペスタロッチ法の公教育への導入がはかられていたが(2)' マサチューセッツ＇｝卜 Iに

おいて公教育における教授法改善が目指されたのは， 1820年代後半以降であった。

例えば，マサチューセッツ1-M初代教育長ホーレス・マン (HoraceMann, 1796-

1859) に先駆けて公立学校の整備と師範学校の創設を構想したジェームズ・カー

ター (JamesCater, 1795-1849) は，同朴Iの公立学校における体罰や暗誦といっ

た伝統的な教授法，モニトリアル・システムの効果を問題視し，ペスタロッチ

(Johann H. Pestalozzi, 1746-1827)の教授理論，教授法（メトーデ）に影響を受

けた明確で定型化された教授法の公立学校への導入を目指した。さらに，このよ

うな教授法と教科に関する知識を身につけた専門職としての教師の養成を目指し，

教師養成機関の創設を課題とした (3)0 

また， 1837年にマサチューセッツ1-M初代教育長に就任したマンは，ペスタロッ

チの教授理論，教授法を「第七年報」 (1843年），「第九年報」 (1845年）において

紹介した (4)。マンは1843年に視察したプロイセンの学校における「図画」の教授

法がペスタロッチの教授理論にもとづいているとみなし，教育長として設置運動

に携わっていたアメリカ合衆国民共通の学校であるコモン・スクール (common

school) に，ペスタロッチの教授理論にもとづく図画教育を導入することを提起

した (5)。さらにマンは学年，学級別の教授を可能にする公立学校制度の再絹成を

主張した (6)ほか，専門職としての教師の養成が公立学校の繁栄につながるとして，

1839年に朴I立師範学校を創設した (7)0 

このようにカーターやマンに代表される教育改革者は，ペスタロッチ法に依拠

して，マサチューセッツ1+[の公立学校における正規の教科，ないしこれから導入

が望まれる教科の教授法の定型化を試みた。彼らば州内の公立学校が準拠すべき

教授法のスタンダードを提示すること，さらには専門職としての教師の養成シス

テムを確立することを主張した。このように， 1830年代のマサチューセッツHIに

おいて公立学校の教授法を改善し，教育実践，教師養成の両側面から，公教育を

制度化することが目指された。

この時代にマサチューセッツHIを中心とするニューイングランド地方で開発さ
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れた新しい教授法を，アメリカの教育史家ホーガン (DavidHogan) は「ニュー

イングランド・ペダゴジー」 (NewEngland Pedagogy) と呼んだ (8)。また，北野

秋男は子どもの興味や関心を尊重し，主体的な活動に基づく学習を展開しようと

した「ニューイングランド・ペダゴジー」が，体罰や競争といった強制力ではな

く，教師への「愛」や「良心」によって子どもが自発的に学校の規律に従うよう

になることを目指したものであったと解釈した (9)。このように， 19世紀前半にお

ける新しい教授方法の改革と普及は，先行研究においては主にニューイングラン

ド地方のエリート層による公教育普及の実態の解明と関わって論じられてきた。

(2)本稿の目的

しかしながら， 19世紀のニューイングランドにおいて新しい教授法が提唱され.................. 
たのは，こうした公教育制度の文脈においてのみではない。成人から青少年，さ................. 
らには子どもまでを対象として想定する地域住民の学習運動の文脈においても，

新しい教授方法が提唱され，その普及が目指されていた。そうした動きを見出す

ことができるのが，住民の学習機関ライシーアムの設置運動である。

筆者はこれまで，ライシーアムの設置運動に注目し研究を進めてきた。その結

果，タウンに設置されたライシーアムにおいて住民が相互に教え合い，学び合う

「相互教授」 (mutualinstruction)の活動が実施されていたこと (10)' そこでは刊行

物を媒介として科学的知識に代表される「実用知識」 (usefulknowledge)の普及

が目指されていたこと (11)' といった実践的特徴が明らかになった。また，こうし

たタウン住民の学習活動のみならず，ライシーアム設置運動においては学校教育

への関与もみられ，アメリカ合衆国民共通の学校であるコモン・スクールの設置

構 想12)や，州教育委員会制度の萌芽ともいうべき構想が提起されていたことも明

らかにした (13)0 

このようにタウン住民の学習のみならずコモン・スクールの推進とも関わりを

持っていたライシーアム運動において，教授に関わる情報普及の推進がなされて

いた。ここで言う教授に関わる情報とは，アルファベット，数え方，幾何学，地

質学，植物学等の分野の教授内容・方法，教授に使用される教科書・器具，に関

する情報を指し，そこで紹介されている教授方法は「戸外での活動」，「観察」，

「調査」，「会話」等の具体的・実際的活動を重視していることに特徴がある。ライ

シーアム運動においては，刊行物『週刊ファミリー・ライシーアム一家庭・学

校・ライシーアムにおける教授と楽しみー』 (JosiahHolbrook ed., The Family 
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Lyceum, designed for instruction and entertainment, and adapted to families, schools and 

枷eums,no. 1-52, 1832-33. 以下『週刊ファミリー・ライシーアム』）を媒介に，そ

れらの教授情報が教師のみならず，親，さらにはタウン住民に向けて発信され，

住民の「相互教授」を通じてそれらの情報が獲得されていくことが目指された。

本稿ではこの『週刊ファミリー・ライシーアム』を素材とし，公教育制度におけ

る教授法定型化の動向（特にペスタロッチ法の導入）との対比のもとで，ライシ

ーアム運動においてなされた新しい教授方法の提言と教授情報普及の特徴を明ら

かにしていく。

『週刊ファミリー・ライシーアム』を媒介とした情報普及活動は，これまでアメ

リカのゲイル (RayAngela Gail) によって研究されている。以下ではゲイルの先

行研究を紹介し，その教授情報普及に対する評価との対比のもとで，本稿の課題

を明確にしていく。ゲイルは博士論文「生徒・観衆・市民ー19世紀のライシーア

ムにおけるアメリカ大衆文化の表出ー」 ("Pupils,Spectators, Citizens: 

Representations of United States Public Culture in the Nineteenth-Century 

Lyceum," 2001) において，ライシーアム運動が「理想的な教え・学びの実践モ

デル」を，『週刊ファミリー・ライシーアム』を媒介に民衆に対して普及していた

と指摘している。ゲイルは「理想的な教えと学びの実践モデル」が「白人，プロ

テスタント，ニューイングランドの教育あるエリート層に支配的な規範 (norm)」

に基づいて導出されたものであったとし (14)' その普及を通して，「自己教育」

(self-education) と同時に，他者に対する教育の責任を負うことができる「理想

的な市民」像が自己形成のモデルとして民衆に示された，としている (15)0 

このようにゲイルは，ライシーアム運動における教授に関わる情報普及の目的

を，教育の担い手たる市民の形成であると考察した。しかしながら，その考察の

過程において教授情報の普及の対象となったタウンの教師・親・住民と，コモ

ン・スクール教育との関わりについては充分に検討されているとは言いがたい。

1830年代のマサチューセッツ1'1-1ではカーターやマンら教育改革者によって公教育

の制度化，コモン・スクール教育の改善が目指されていたが，ライシーアム運動

においてはタウンに居住する一般の教師・親・住民こそがコモン・スクールにお

ける教育の担い手であると構想されていた (16)。ゲイルの研究では，自己と他者の

相互向上を目指す「相互教授」の主体としての市民像が打ち出されているものの，

コモン・スクールの担い手としての市民像は示唆されていないのである。こうし
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た事実から，本稿では一般の教師・親・住民の自発性に価値を置くライシーアム

運動独自の構想との関わりから，教授情報の普及の意味を考察する必要があると

考える。

ライシーアム運動において，同時代のカーターやマンによって期待が寄せられ

た教授の専門職ではなく，広く親やタウン住民に対しても教授に関わる情報の普

及が試みられていたのは，どのような理念に基づいていたのか。教授情報の普及

を通してタウン内の教師・親・住民をどのように形成していくことが目指された

のか。こうした点を明らかにすることにより，公教育の推進という 1830年代マサ

チューセッツ）廿が抱えていた問題に対するライシーアム運動独自の関わり方がみ

えてくると考える。

2 . ライシーアム運動における教授情報の普及

(1)教授の内容に関する情報

1830年代マサチューセッツ‘州のカーターやマンによる教授法改善とほぼ同時期

の1832年に，ライシーアム運動の創始者ホルブルックは『週刊ファミリー・ライ

シーアム』を刊行し，同誌を媒介として教授に関するさまざまな情報を発信した。

『週刊ファミリー・ライシーアム』は， 1832年 7月28日から翌33年 8月10日まで

に全52号にわたって発行された週刊誌であり，毎号20数件のコラムで構成されて

いる。それらはすべて無署名であるため，執筆者を確定できないが，他誌からの

引用記事以外はほとんどすべて編集者であるホルブルック自身によって執筆され

たものと推定される。『週刊ファミリー・ライシーアム』では全973のコラムのう

ち157が教授情報を扱っている (17)0 

最初に教授の内容についてみていこう。『週刊ファミリー・ライシーアム』で

は，教授が望まれる分野として「数え方」 (counting), 「アルファベット」，「化

学」，「幾何学」，「地理学」，「筆記法・手紙の書き方」，「地質学」，「博物学」，「気

象学」，「植物学」が挙げられている (18)。次の表 lは，教授の分野と教授される場

所についてまとめたものである。

このように『週刊ファミリー・ライシーアム』では，タウンにおける家庭，学
. . ..... 
校，ライシーアムの三ヶ所を対象に情報が提供されている。ここで言う学校とは，

タウンにおいてすでに設置されていた公立の学区学校 (districtschool)のみなら

ず，当時マサチューセッツ1'1-1の教育関係者の間で設置の必要性が認識され，その

-89-



表1.教授が望まれる分野とそれぞれの分野が教授される場所

分野 家庭 学 校 ライシーアム

数え方 〇t!}~~ 三ロニロニロニ：ロニ：ロニロニロ
化学 0 --------------------―己―---------c5-----------------, 
幾何学

地理学 0 [――--------------------------_____ Q _____ ------------
筆記法・手紙の書き方 0 0 

-- ------------ ------------ ------------, 

地質学 0 0 
博物学 0 [―--------------------------------------------◎＿＿＿＿＿＿， 
気象学 0 0 ---------------- ------------ ------------ ____________ , 

植物学 0 0 

（出典） Josiah Holbrook ed., The Family Lyceum, designed for instruction and entertainment, 

and adapted to families, schools and lyceums, no. 1-52, 1832-33. をもとに筆者が作成した。

あり方が議論されていたアメリカ合衆国民共通の学校であるコモン・スクールも

含まれている。教授内容としては，家庭の場合では読み・ 書き・算の基本となる

「数え方」，「アルファベット」，「幾何学」等が，学校，ライシーアムの場合では実

用的な科学の諸分野の知識がそれぞれ挙げられている。以下では，家庭における

教授内容の例として「数え方」・「幾何学」・「アルファベット」を，学校およびラ

イシーアムにおける教授内容として「地質学」・「博物学」・「植物学」を取り上げ，

それらの教授方法の特徴をみていくことにする。

(2)家庭における教授の方法（数え方・幾何学・アルファベット）

①親による教授の問題点

『週刊ファミリー・ライシーアム』 28号掲載のコラム「家庭の教授」 ("Family

Instruction") において，家庭における「数え方」・「幾何学」・「アルファベット」

の教授方法が紹介されている。ここでは，親によって子ども (2~ 5歳）に対し

てなされる「数え方」 (counting) の教授が卒む問題点を指摘することから論がは

じめられている。「数え方」は「親によって子どもに与えられる最初の正規の教授

(the formal instruction)」であるとみなされているが，その親による教授は二つ

の誤りを含んでいるとされている。一つは子どもに「数え方」を教える時期が早

すぎるという点であり，もう一つは「数」の概念が子どもに定着する前に，「数え

方」の反復練習をさせてしまう点である。こうした教授上の誤りからは，反復練

習することで「 1, 2, 3, 4…」と機械的に数を読み上げることはできても，
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実際場面でものの個数を数えることができない，という弊害が生じるとみなされ

ている。

次のような子どもの例が挙げられている。三角形や四角形，五角形等の図形を

与えられると即座にそれらの名称を答えられる子どもがいるが，その子どもは

「指 2本と指 1本，合わせて何本か」という質問には正しく答えられない。つま

り，その子どもは，それぞれの図形の特徴を映像的に認識し，その認識と記憶し

ている「三角形」，「四角形」，「五角形」という名称をマッチングさせることで質

問に即答しているのだが，「数」そのものを理解しているわけではないのである。

ここで問題とされているのは，「 1, 2, 3, 4」という「数え方」にせよ，「三

角形」，「四角形」等の図形にせよ，機械的に「名称」を読み上げさせることだけ

に終始している親による教授のあり方である。

②認識の発達過程

こうした問題点を踏まえた上で，「数え方」より先に子どもにとって重要となる

学習対象が提起される。それは「もの」 (things) について，すなわち「ものの名

前 (names), 特性 (properties), 使用 (uses)」についての学習である。たとえ

ば，子どもは「ある種の動物がネコであり」（名前），「ネコは走り，かみつき，ひ

っかき」（特性），「ネズミをとる」（使用），ということを「足が四本」と数えら

れるようになる前に学ぶ。このように子どもははじめに，身近なものの「形」

(shape) や「形態」 (form) を認識するのであり，数について認識するのはその

後である，という認識の発達過程が示されている。その上で，子どもの認識の発

達過程を考慮し，「数え方」の教授に先駆けて，「形」や「形態」をあつかう「幾

何学」の教授を行うことの必要性が提起されている。

③幾何学とアルファベットの教授方法の融合

家庭において幾何学を教授する必要性が提起された上で，具体的にその方法が

提示されている。コラムでは以下の図形が掲載されている。

＝三□こ
（出典） "Family Instruction", Josiah Holbrook ed., The Family Lyceum, designed for instruction 

and entertainment, and adapted to families, schools and lyceums, no. 28, 1833. 
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親はこうした図形を子どもに示し，辺の数，角の大きさ等について説明を加え

ながら子どもにそれぞれの図形を認識させていく。映像的にではなく，辺と角の

構成に注目させながら分析的に三角形や四角形等の図形を認識させるのが，ここ

で提示されている教授方法の特徴である。

さらにこの教授方法は，アルファベットを子どもに教えていく際の方法にも適

用されている。ここでは以下の「幾何学的文字」 (GeometricalLetters) が掲載

されている。

x H L D 
図2 幾何学的文字

（出典） "Family Instruction", Josiah Holbrook ed., The Family Lyceum, designed for instruction 

and entertainment, and adapted to families, schools and lyceums, no. 28, 1833. 

この「幾何学的文字」を用い，子どもに対し「Hにはいくつの線と角があるか」

といった問いかけをしながら，幾何学の場合と同様に辺と角の構成からそれぞれ

の文字を認識させ，覚えさせていく。こうした「文字の分析」 (analyzingthe 

letters) がアルファベットの教授方法として紹介されている (19)。

このように『週刊ファミリー・ライシーアム』においては，家庭での教授方法

として，言葉を「名称」を教えおととに先だらを事物の「形」を査体的に把握さ

せ，次に事物を部分的に観察し分析的に捉えさせる，という方法が紹介されてい

る。また，子どもの認識過程にしたがって教授の過程を編成していく必要性が説

かれている。ここではペスタロッチの教授理論，教授方法については直接的に言

及されてはいないが，こうした『週刊ファミリー・ライシーアム』で紹介されて

いる教授方法の特徴は，ペスタロッチ法の影響を思わせるものである。

(3)学校・ライシーアムにおける教授の方法（地質学・博物学・植物学）

次に，学校・ライシーアムにおける教授の方法について，「地質学」，「博物学」，

「植物学」それぞれの分野からみていこう。

①地質学

地質学を教授の対象とする意義について，地質学が「健康で教育的な楽しみ」

(healthful and instructive amusement) を与えると考えられている。地質学の教
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授は学校だけで完結することが目指されているのではない。子どもたちが地質調

査や鉱物標本収集を「趣味」とし，学校を離れて地域に帰っていったあとでも楽

しみながら学習を継続していくことが目指されている。さらに「地質学以上に実

際的な科学はない」とし，「農夫に土の性質と地味を改善するための方法を熟知さ

せる」という実用性の側面からの意義が示されている。地質学の方法として「観

察」 (observing)と「調査」 (examining)が挙げられている。「観察」は数多くの

鉱物標本を用意し，子どもたちが自分の目でそれらの標本をみて識別することで

あり，「ものの形を識別する訓練」，「想像力と鑑賞力の向上」につながると考えら

れている。また，「調査」は地図を携えて，タウンの地質を調べ，鉱物の収集を行

うことである。これら「観察」，「調査」の活動にもちいるために，鉱物標本の寄

贈，マサチューセッツ朴lすべてのタウンの地図を収集しタウンの学校，ライシー

アムに配布することも検討されている (20)0 

②博物学

博物学の教授方法として挙げられているのは，「会話」 (conversation)である。

「博物学：会話」 ("NaturalHistory: Conversation") と題したコラムが1833年 5月

4日発行の38号から 7回連載され，毎回「少年たち」が「フィリップおじさん」

への質問と応答を繰り返しながら自然事象と「神の意思」について学んでいく様

子が描かれている (21)。「観察」や「調査」といった科学的な方法ではなく，博物

学の教授方法として「会話」が取り入れられているのは，博物学が森羅万象のメ

カニズムを通して，「神の意思」を見出すという宗教的な目的から導入されている

ためである (22)。「少年たち」が年長者（「フィリップおじさん」）との「会話」を

通して，自然物を媒介としながら「神の意思」の理解へと導かれていくことがね

らわれている。

③植物学

ホルブルックは植物学の教授方法を示していないが，コネチカット 1'1-1の初代教

育長ヘンリー・バーナード (HenryBarnard, 1811-1900) は，後年『アメリカ教

育誌』 (Americanjournal of Education, 1860)上の論説「回顧：ジョサイア・ホル

ブルック」 ("JosiahHolbrook")で，ホルブルック自身がアメリカ各地の学校に

導入した「植物学」の教授過程を以下のように紹介している。

1. 学校の近くの野原に生徒を連れ出す。

2 . 生徒にさまざまな形の葉を収集させ，集めた葉の形の類似点，相違点を綿
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密に観察 (observation) させる。

3 . 教授者と生徒との間で会話形式の問答 (conversationalquestion and 

answer) を繰り返し，葉の形について討論 (discussion) する。

4. 教室に戻り，生徒に集めてきた葉の押し葉を作らせる。

5 . 後日，教授者の指導の下で幾何学の教授の一環として，生徒に押し葉の形

を模写 (imitation) させる (23)。

このようにホルブルックは，「戸外での活動」，「収集」，「観察」，「会話形式の問

答」，「討論」，「模写」等の，具体的かつ実際的な活動を通して，生徒が植物学の

基本的知識を獲得する方法を推奨した。

以上のように，『週刊ファミリー・ライシーアム』で学校およびライシーアムに

おける教授方法として紹介されているのは，「地質学」，「博物学」，「植物学」とい

ったそれぞれの分野の内容から導き出される方法であった。その方法とは，幼児

を対象とする家庭における教授が認識の発達過程にそった系統的な方法であった

のに対し，日常的・実際的活動を通じて知識を獲得させる方法であった。

(4)教授器具，教科書に関する情報

『週刊ファミリー・ライシーアム』では教授場面で使用される教授器具

(apparatus), および教科書に関する情報も紹介されている。教授器具の種類は下

の表2のとおりである。

こうした教授器具に関する情報を提供するのは，「数え方」・「幾何学」・「アルフ

ァベット」等の教授，「観察」，「調査」等の実際的活動を行っていく際にこれらの

器具が必要不可欠だからである。加えて，家庭，学校，ライシーアムそれぞれの

場で購入された教授器具をそこだけのものとしないで，相互に利用し合う計画が

表 2. 家庭，学校，ライシーアムそれぞれにおける教授器具

使用場所 教授器具

家庭 知育玩具，アルファベット・数・初級算術・図形・幾何学・地理学の学

習セット

学校 鉱物標本，地球儀，博物標本，滑車，太陽系儀，軸，ポンプ，気象デー

タ，地質学・地理学地図，幾何学の図表，そろばん，地理学・算術・幾

何学・天文学の学習セット

ライシーアム 天文学・自然哲学・化学器具，博物学のキャビネット，鉱物標本

（出典） Josiah Holbrook ed., The Family Lyceum, designed for instruction and entertainment, 

and adapted to families, schools and lyceums, no. 1-52, 1832-33. をもとに筆者が作成した。
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構想された。こうした計画の実現を通して期待されたことは，家庭，学校，ライ

シーアムが「お互いにすばらしくよい仕事を通して助け合い，コミュニティ全体

で楽しみ (entertainment)や教授 (instruction)が相互に提供される」ようにな

ることであった (24)。また，『週刊ファミリー・ライシーアム』臨時増刊号では「定

評のある教科書リスト」 ("Listof Approved School Books") と題して， 60冊の教

科書がリストアップされている (25)。

3. ライシーアム運動における教授情報普及の理念

(1)教授者としての親・教師・住民

以上のように『週刊ファミリー・ライシーアム』では，家庭，学校，ライシー

アムにおける教授の内容と方法が紹介されている。その内容・方法の特徴は，す

でに見てきたように教授される側の発達段階によって異なる。子ども (2~5 歳）

に対しては，「数え方」・「幾何学」・「アルファベット」等の内容がペスタロッチ法

を思わせる認識発達に応じた方法によって教授される。それ以上の年齢層に対し

ては，「地質学」，「博物学」，「植物学」等の科学の諸分野に関する知識を「戸外で

の活動」，「観察」，「調査」，「会話」といった日常的・実際的活動を通じて獲得さ

せる方法が適用されている。ライシーアム運動においては，こうした教授内容・

方法や，教科書・教授器具に関する情報が，刊行物『週刊ファミリー・ライシー

アム』を媒介として発信されていたのである。

これらの情報は家庭における親，学校における教師，ライシーアムにおける住

民の三者に向けられている。ライシーアム運動においては，教師のみならず，家

庭というインフォーマルな領域で子育てに携わる親や，ライシーアムにおいて自

発的に学習を進める住民に対しても教授情報が提供され，彼らを「教授者」とし

て育成することが試みられたのである。

「教授者」としての親に期待されたのは，自らの権限で子育てを行うことではな

い。親に求められたのは学校における教授が円滑に進むように，あらかじめ家庭

において学校の教科の基本となる内容（数え方，幾何学，アルファベット，化学，

地理学等）を教授し，子どもに先取り学習をさせることであった。ホルブルック

はそうした状況を「家庭が学校の一部となる」と表現した (26)。こうした親に期待

された役割が果たされるためには，親自身が教授内容，方法，教授器具を熟知す

ることが不可欠となる。したがって，親には親類や隣人とともに『週刊ファミリ
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ー・ライシーアム』をテキストとして，教授に関するさまざまな情報を相互に教

え合い，学び合うことが求められた(27)0 

教師に対しても，教授に関する情報を教師同士の「相互教授」を通して獲得す

ることが要求された (28)。さらに教師を含む教育関係者間での討議を通して，当時

のマサチューセッツ州において設立が目指されていたコモン・スクールに導入す

べき教授内容，方法，教授器具を検討することも期待された (29)。また，住民に対

してはライシーアムにおいて住民の教え合い，学び合う活動である「相互教授」

に参加し，学習機会の創出に携わることが求められた。

このようにライシーアム運動においては，親・教師・住民が定型化された教授

法を一律に習得することではなく，それぞれの持ち場での「相互教授」を通して

教授内容，方法，教授器具について熟知し，「教授者」として成長することが目指

されたのである。

(2) 「協同」理念にもとづく教授情報の普及

このように，教え合い，学び合いを通して教授情報の普及を促し，教授の素人

である親や住民を「教授者」として育成することは，教授法を定型化し専門職と

しての教師を養成することに比べて非効率的である。にもかかわらず，教授情報

の普及が促されたのは，ライシーアム運動において単にすぐれた「教授者」の育

成だけが目指されていたのではないからである。教授に関わる情報を共有するこ

とにより親・教師・住民の間に協力関係を生み出し，タウン全体の利益であるコ

モン・スクールを全体で相互支援しようとする意識を高める。そのことが，教授

情報の普及を親・教師・住民の間に促す意図であった。ホルブルックは『週刊フ

ァミリー・ライシーアム』 25号 (1833年 2月2日）掲載のコラム「協同」

（℃ ooperation") において，次のように述べている。

「同じタウンの市民 (citizens) ならば，協同の原則 (principleof co-operation) 

を受け入れ，よき意志によって一人ひとりの利益を互いに促進し合うことであろ

う。さらにそれを通してコミュニティ全体の利益も促進することであろう。」 (30)

ホルブルックは，コミュニティに生きる一人ひとりが「協同」の重要性に目覚

め，互いの利益を高め合うようになることが，ひいてはタウン全体の利益につな

がっていくと考えた。その上で，タウン住民の学習機関であるライシーアム，ア

メリカ合衆国民共通の学校であるコモン・スクールは「コミュニティ全体の利益」

に位置づけられ，それらの機関における教育実践を住民によって相互支援してい
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くことが提唱された (31)。こうした構想の下で，親・教師・住民を，「協同」意識

を持ちタウンの利益のために相互支援し合える「同じタウンの市民」にまで育成

することが目指されたのである。

そうしたことが実際に可能となるためには，親・教師・住民に対し教授に関す

るさまざまな情報を提供する必要がある。ただし，その際にスタンダードとして

設定された教授法を提示するだけでは，相互的な関わり合いは生まれない。「協

同」の理念にもとづいてライシーアム，コモン・スクールの教育実践を相互支援

しようとするならば，親・教師・住民はともに教授内容，方法，教授器具につい

て学び合い，タウン全体の利益を考慮に入れて何が自分たちにとって必要である

のか，あるいは必要でないのかを討議しなければならないのである。筆者は別稿

で，ライシーアム運動において，地域住民間に「実用知識」に代表される「共有

知識」 (commonknowledge)の普及を促すことで「協同」関係を構築し，タウン

のコモン・スクールを相互支援しようとする構想がみられたことを解明した (32)0 

教授情報もまた，実際に教授に携わる際のツールとしてだけではなく，個々の

親・教師・住民の間に「協同」関係を構築する媒体として，その普及が促された

のである。

4 . 民衆教育の構想一結論に代えて

本稿では， 1830年代前半のマサチューセッツ1'1-1で高揚したライシーアム運動に

注目し，同運動において目指された教授情報の普及の実際とそれを支えた理念を

明らかにした。同時代の教育改革者がペスタロッチ法に依拠した教授法の導入と

教師養成システムの確立を目指したのとは異なり，ライシーアム運動においては

専門職としての教師のみならず，親や住民をライシーアム，コモン・スクールに

おける教育実践の主体と位置づける「協同」の理念のもとで，教授情報の普及が

促された。

教授法の定型化と専門職の養成に期待をかける1830年代マサチューセッツ1+1の

教育改革の動向とは異なり，ライシーアム運動では教師・親・住民の協力関係が

コモン・スクール推進の原動力とみなされ，彼らに教授情報が提供された。専門

職ではなくタウンに生きる一般の教師・親・住民に信頼が寄せられたのは，共和

国におけるあらゆる教育機関，学習機関は「農夫や機械工」に代表される「民衆」

(the people) によって「統治」されるべきだ，とする創始者ホルブルックの民衆
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教育構想があった。

ホルブルックは『週刊ファミリー・ライシーアム』 22号 (1833年 1月12日）の

コラム「ライシーアムの共和主義」 ("Republicanismof Lyceum") において，「市

民社会のあらゆる機関のほとんどは共和主義に反する特徴を有している」と指摘

している。ここで彼が「共和主義に反する」とみなしているのは，教育機関が一

部の上層階級のみに開かれ，「農夫や機械工」といった「民衆」の「統治から離れ

てしまっている」ことであった。ホルブルックは教育機会に恵まれず，教育機関

から退けられていた「民衆」に対して教授に関する情報を提供することで，「民

衆」がコモン・スクールに代表される教育機関の担い手たる「市民」として形成

されていくことを構想した (33)。そして，そうした構想の実現のために一般の教

師・親・住民に対し教授に関する情報を提供し，「教授者」ならびに教育機関の担

い手としての力量を養っていくことが目指されたのである。このようにライシー

アム運動においては，共和国にふさわしい民衆教育の実現，という構想のもと教

授情報の普及が促されたのである。
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